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府教委

宣
言
で
来
年
８
月

広
島
市
で
開
か
れ

る
平
和
市
長
会
議

総
会
を
通
じ
「
核

兵
器
禁
止
条
約
の

締
結
、
核
兵
器
廃

絶
の
実
現
を
願
う

圧
倒
的
多
数
の
市

民
の
声
が
発
信
さ

れ
る
」
と
核
兵
器

廃
絶
へ
の
決
意
を

の
べ
ま
し
た
。
公

核兵器ＮＯ、原発ＮＯの思いを
さらに強めた大教組代表団

「女性のつどい」で訴える福島の高校生
と東京高校平和ゼミナールのメンバー

人間とは「つながりあって生きる存在」と
講演する野中一也さん

府立高校30人学級をすす
める会　小橋川茂子会長

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て「
剣
玉
」
超
真
剣
!!

現
場
実
態
を
告
発
し
、
追
及
す
る
大
教
組
執
行
部

府 教 委
交　渉

ァ
イ
ヤ
ー
→
入
浴
指
導
→

就
寝
指
導
ま
で
ぶ
っ
通
し

の
勤
務
が
夜
中
ま
で
続
き

ま
す
（
就
寝
指
導
で
は
明

け
方
ま
で
続
く
場
合
も
）。

ほ
と
ん
ど
睡
眠
も
と
れ

ず
、
眠
気
を
吹
き
飛
ば
し

２
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

終
え
て
、
ぐ
っ
た
り
し
て

帰
校
。
子
ど
も
た
ち
が
無

事
帰
宅
す
る
ま
で
学
校
で

待
機
」

　

教
職
員
に
こ
れ
だ
け
の

勤
務
を
さ
せ
て
お
き
な
が

ら
、
ま
た
給
特
法
に
も
と

づ
く
回
復
措
置
「
１
回
６

時
間
、
月
８
時
間
を
超
え

て
長
時
間
の
勤
務
を
さ
せ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
学

校
運
営
上
可
能
な
限
り
、

１
日
を
単
位
と
し
た
休
養

措
置
を
講
じ
る
こ
と
」

（
１
９
７
１
年　

府
教
委

と
確
認
）
の
確
認
が
あ
り

な
が
ら
、
管
理
責
任
者
で

　

教
職
員
の
日
常
の
働
き

方
も
異
常
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
、
泊
を
伴
う
行
事

（
修
学
旅
行
、
林
間
・
臨

海
な
ど
）
の
勤
務
実
態
は

す
さ
ま
じ
い
も
の
で
す
。

　

あ
る
学
校
の
例
で
す
。

「
朝
は
６
時
に
学
校
集

合
。
バ
ス
へ
の
乗
車
、
バ

ス
内
レ
ク
、
ト
イ
レ
休
憩

と
気
が
休
ま
る
こ
と
な

く
、
休
憩
時
間
も
と
れ
ま

せ
ん
。
昼
食
も
ゆ
っ
く
り

で
き
ず
に
、
体
験
学
習
→

夕
食
指
導
→
キ
ャ
ン
プ
フ

あ
る
校
長
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
措
置
が
十
分
と
ら
れ

て
い
な
い
学
校
が
一
部
に

あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
現

場
で
は
問
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
都
度
学
校

長
や
市
教
委
・
府
教
委
に

対
し
、「
職
員
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
そ
の

責
任
を
は
た
す
べ
き
だ
」

と
質
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
も
あ

り
府
教
委
は
、「
割
振
れ

る
勤
務
時
間
の
限
度
を
11

時
間
45
分
か
ら
15
時
間
30

分
」
と
し
、
１
泊
２
日
の

行
事
に
お
い
て
も
１
日
以

上
の
勤
務
を
要
し
な
い
日

を
設
け
る
と
し
ま
し
た
。

（
勤
務
の
割
振
り
、
勤
務

の
割
振
り
変
更
等
の
具
体

例
は
、
調
査
部
通
信
２
５

４
号
に
添
付
し
た
資
料
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

シリーズ　人間らしく働きたい ③

泊を伴う行事の勤務の割振り
働き過ぎの実態改善へ

確認点
①�給特法にもとづく回復措置の考え
方がなくなったわけではない。
②�１泊２日の宿泊を伴う学校行事の
回復措置の運用は廃止となる。

　今回の提案は、教職員の働き過ぎの実
態の改善にむけた一歩と言えますが、泊
を伴う行事の勤務実態は、15時間30分以
上になるのが常で、夜通し勤務について
いる教職員も少なくありません。抜本的
な改善は、「教職員の定数増」しかありま
せん。

労
使
慣
行・教
育
振
興
基
本
計
画

教
育
課
程・学
校
協
議
会・授
業
評
価

少
人
数
学
級・学
校
選
択
制・

臨
時
教
職
員
問
題

大
教
組 「
憲
法
と
条
例
で
は
、
憲
法
が

上
位
法
と
考
え
る
が
ど
う
か
」

大
教
組 「
授
業
評
価
は
、
画
一
的
な
形

式
を
学
校
に
押
し
つ
け
る
な
」

大
教
組 「
教
職
員
の
採
用
数
を
増
や
し
、

定
数
内
講
師
を
減
ら
す
と
い
う
立
場
か
」

「
そ
の
通
り
で
す
」�

府
教
委

「（
形
式
を
）規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」�

府
教
委

「
定
数
内
講
師
は
減
ら
し
て
い
き
た
い
」�

府
教
委

教育条件の抜本的改善を
　

大
教
組
は
、
７
月
19
日
（
木
）
府
教
委
交
渉
を
実
施

し
ま
し
た
。
交
渉
の
冒
頭
田
中
康
寛
委
員
長
は
、「
教

育
行
政
基
本
条
例
」「
府
立
学
校
条
例
」
制
定
が
強
行

さ
れ
た
が
、
上
位
法
で
あ
る
憲
法
に
違
反
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
憲
法
に
基
づ
く
教
育
を
す
す
め
る
こ
と
を
府

教
委
に
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滋
賀
県
大
津
市
の
中
学
生
の
自
殺
に
触
れ
、

こ
う
し
た
痛
ま
し
い
事
件
が
２
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
人
間
を
大
切
に
す
る
教
育
の
実
現
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
と
向
き
合
う
時
間
確
保
の
た
め
に
も
教
職
員
の

定
数
増
、
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
の
是
正
を
は
じ

め
と
し
た
教
育
条
件
の
抜
本
的
改
善
を
、
府
の
責
任
で

実
施
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　

大
教
組
は
、
ま
ず
「
教
育

行
政
は
、
憲
法
と
教
育
の
条

理
に
も
と
づ
き
、
教
育
委
員

会
の
自
主
性
と
中
立
性
を
堅

持
す
る
こ
と
」「
労
使
慣
行

を
引
き
続
き
遵
守
す
る
こ

と
」「
一
般
的
に
教
育
内
容

に
つ
い
て
は
、
命
令
・
強
制

は
な
じ
ま
な
い
こ
と
」
の
３

点
の
確
認
を
求
め
、
府
教
委

は
了
承
し
ま
し
た
。
特
に
、

「
教
育
行
政
基
本
条
例
」
な

ど
が
強
行
さ
れ
た
も
と
で
、

憲
法
の
位
置
づ
け
や
教
育
振

興
基
本
計
画
に
関
し
て
、
以

下
の
通
り
府
教
委
を
追
及
し

ま
し
た
。

大
教
組　

憲
法
と
教
育
行
政

基
本
条
例
・
府
立
学
校
条
例

・
職
員
基
本
条
例
な
ど
の
条

例
で
は
、
憲
法
が
最
高
法

で
、
上
位
法
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

府
教
委　

そ
の
通
り
で
す
。

大
教
組　

教
育
行
政
基
本
条

例
や
府
立
学
校
条
例
な
ど
の

条
例
の
具
体
的
な
中
身
に
関

わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
大

教
組
と
十
分
協
議
す
る
こ

と
。

府
教
委　

は
い
。

大
教
組　

す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
の
成
長
・
発
達
を
保
障

す
る
立
場
で
教
育
振
興
基
本

計
画
を
策
定
せ
よ
。

府
教
委　

す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
の
教
育
を
支
援
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
今

お
っ
し
ゃ
っ
た
点
に
つ
い
て

は
十
分
、
基
本
的
方
向
と
し

て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

大
教
組　

学
校
耐
震
化
で

も
、
少
人
数
学
級
で
も
大
阪

は
全
国
に
比
べ
て
非
常
に
遅

【府教委の主な回答事項】
〈基本事項〉
○�教育行政は、憲法の理念と原則にもとづ
き、地方教育委員会としての自主性と中
立性を堅持してすすめる。

○�憲法と「教育行政基本条例」「府立学校
条例」「職員基本条例」などの条例では、
憲法が上位法で最高法規である。

○�大教組との事前協議を含む従来からの労
使慣行を引き続き遵守する。

〈教育内容・学習指導要領等〉
○�一般的に教育内容については、命令・強
制はなじまない。

○�教育課程の編成権は各学校にあり、各学
校の創意・工夫は尊重する。

○�標準時数の上乗せ、短縮授業期間の見直
し、長期休業期間の削減、土曜日の授業
などは、押しつけない。

○�年間の総授業時数の確保に努める必要は
あるが、それ以上のことを求めるもので
はない。

〈「教育行政基本条例」「府立学校条例」「教
育振興基本計画」「授業評価」〉
○�「教育行政基本条例」「府立学校条例」
などの具体化にかかわる諸事項について
は、大教組と十分協議する。

○�「教育行政基本条例」「府立学校条例」な
どの条例具体化にかかわる諸事項につい
ては、学校現場に混乱が起こらないよう
に十分留意し、慎重に対応する。

○�すべての子どもたちの教育を支援する立
場で教育振興基本計画を策定する。

○�教育振興基本計画に教育条件改善を含め

る方向である。
○�「授業評価」の目的は、あくまでも授業
改善のためである。

○�「授業評価」は、画一的な形式を（各学
校に）規定するものではない。

○�一部の保護者の一方的な主張や理不尽な
要求、児童・生徒の一面的な見方を教員
評価に反映することは適切ではない。

〈教育施策全般〉
○�「評価育成システム」に関して、大教組
と確認したことは厳守していく。

○�「大阪の教育力向上プラン」の数値目標
は、あくまでも全府的目標であって、各
学校に押し付けるものではない。

○�学校選択制の導入については、学校の序
列化や学校間格差が発生する可能性があ
ること、学校と地域社会の結びつきが弱
まることなどの課題が考えられる。慎重
な判断が必要である。

○�府教委としてこれまでの就学適正の観点
を堅持する。

〈教育条件整備〉
○�少人数学級か習熟度授業かを選択する都
道府県があることは承知している。現状
の中では（選択制などについて）まず府
教委内部で研究していく。

○�定数内講師数が増えていることは事実。
府教委として定数内講師を減らしていき
たい。

○�できるだけ定数内講師数が減るように、
採用数の確保に努めていきたい。

　

大
教
組
は
、
改
訂
学
習
指

導
要
領
が
本
格
実
施
に
な
っ

た
も
と
で
の
独
自
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
子
ど
も

達
へ
の
過
重
負
担
の
実
態
を

示
し
、
各
学
校
の
教
育
課
程

編
成
権
を
尊
重
す
る
こ
と
、

標
準
時
数
の
上
乗
せ
な
ど
を

押
し
つ
け
な
い
こ
と
、
学
校

現
場
の
声
を
く
み
と
り
、
文

部
科
学
省
に
上
申
す
る
こ
と

を
府
教
委
に
求
め
ま
し
た
。

　

大
教
組
は
、
改
訂
中
の
府

立
高
校
「
授
業
評
価
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
、
授
業

評
価
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で

も
授
業
改
善
の
た
め
で
あ

り
、
画
一
的
な
形
式
を
押
し

つ
け
な
い
こ
と
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。

　

府
立
学
校
の
学
校
協
議
会

に
つ
い
て
は
、
２
０
０
３
年

度
の
府
教
委
確
認
を
も
と
に

府
教
委
を
追
及
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
で
学
校
協
議

会
を
設
置
す
る
場
合
は
、
各

市
町
村
教
育
委
員
会
の
自
主

性
・
主
体
性
を
尊
重
す
る
こ

と
を
、
府
教
委
に
明
言
さ
せ

ま
し
た
。

大
教
組　

各
学
校
の
教
育
課

程
編
成
権
を
尊
重
せ
よ
。

府
教
委　

は
い
。（
改
訂
学

習
指
導
要
領
に
つ
い
て
）
現

場
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ

れ
ば
、
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

大
教
組　

標
準
時
数
の
上
乗

せ
、
土
曜
日
の
授
業
、
短
縮

授
業
期
間
の
見
直
し
、
長
期

休
業
期
間
の
削
減
、
創
立
記

念
日
の
授
業
な
ど
を
お
し
つ

け
る
な
。

府
教
委　

総
授
業
時
数
の
確

保
は
お
願
い
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
を
求
め
る

も
の
で
は
な
い
。

大
教
組　

授
業
評
価
の
目
的

は
、
あ
く
ま
で
も
授
業
改
善

の
た
め
と
い
う
基
本
点
に
変

わ
り
は
な
い
な
。

府
教
委　

は
い
、そ
う
で
す
。

大
教
組　

授
業
評
価
は
、
画

れ
て
い
る
。
教
育
条
件
改
善

を
、
教
育
振
興
基
本
計
画
に

含
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

府
教
委　

当
然
、
そ
の
方
向

で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
を
ま

と
め
た
事
業
計
画
を
別
に
つ

く
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

参
加
。
大
教
組
は

45
人
の
代
表
団
を

職
場
か
ら
の
カ
ン

パ
な
ど
で
送
り
出

し
ま
し
た
。
６
割

の
27
人
が
初
参

加
、
ま
た
６
割
以

上
が
青
年
で
し

た
。

　

開
会
総
会
で
は

国
連
や
非
核
政
府

の
代
表
、
広
島
市

長
が
発
言
し
、
世

界
の
草
の
根
運
動

が
交
流
さ
れ
、
世

論
と
運
動
が
展
望

を
開
く
こ
と
が
し

め
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
は
、
岩
国

・
呉
基
地
調
査
や

碑
め
ぐ
り
、
な
ど

の
「
動
く
分
科

会
」、
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
に
分
か
れ
て
参
加
し

て
学
習
を
深
め
、
青
年
交
流

集
会
、
女
性
の
つ
ど
い
、
教

職
員
の
つ
ど
い
に
も
積
極
的

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
２
年

世
界
大
会
・
広
島
が
８
月
４

日
か
ら
３
日
間
、
開
催
さ
れ

開
会
総
会
は
６
８
０
０
人
、

閉
会
総
会
は
７
２
０
０
人
が

　

７
月
20
日
、

府
教
育
会
館
で

ス
タ
ー
ト
集
会

が
開
催
さ
れ
、

90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
集
会

の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
天
王
寺
・

中
央
区
の
学
童

の
子
ど
も
た
ち

の
剣
玉
で
、

「
忍
た
ま
」
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ

に
合
わ
せ
て
総

勢
35
人
が
一
生

懸
命
に
「
わ

ざ
」
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し

た
。
大
技
を
連

発
す
る
子
、
ま
だ
ま
だ
剣
玉

に
慣
れ
て
い
な
い
子
、
そ
れ

ぞ
れ
の
が
ん
ば
る
姿
に
会
場

か
ら
大
き
く
あ
た
た
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
電
気
通
信
大
学

名
誉
教
授
の
野
中
一
也
氏
に

「
子
ど
も
た
ち
の
全
面
発
達

に
沿
っ
た
教
育
を
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た

が
大
事
で
あ
る
こ
と
。
人
間

と
は
『
つ
な
が
り
あ
っ
て
生

き
る
存
在
』
だ
か
ら
こ
そ
地

域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
と
り

く
み
や
い
の
ち
・
人
権
・
平

和
を
大
切
に
す
る
運
動
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
『
グ

チ
を
言
い
合
っ
て
共
感
の
輪

を
広
げ
る
』
こ
と
や
教
室
に

は
『
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
が
大

切
』
で
あ
る
こ
と
」
等
、
話

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
に
共
感

す
る
多
く
の
参
加
者
と
ゆ
き

と
ど
い
た
教
育
を
す
す
め
る

運
動
へ
の
思
い
が
共
有
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
署
名
に

と
り
く
む
５
団
体
の
代
表
が

発
言
し
、
最
後
に
事
務
局
か

ら
情
勢
と
行
動
提
起
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

署
名
数
は
昨
年
度
全
国
で

９
２
１
万
６
千
筆
、
大
阪
で

は
51
万
２
４
２
５
筆
、
23
年

間
で
４
億
１
千
万
筆
を
超
え

る
署
名
が
集
め
ら
れ
、
国
や

地
方
自
治
体
の
教
育
条
件
を

す
す
め
る
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
課
題

は
、
民
・
自
・
公
「
３
党
合

組
み
込
ま
れ
な
が
ら
も
実
現

し
な
か
っ
た
、
高
校
の
「
給

付
型
奨
学
金
」
創
設
の
実

現
、
ま
た
障
害
児
学
校
だ
け

に
な
い
「
設
置
基
準
」
を
国

の
責
任
で
つ
く
ら
せ
る
こ

と
、
小
学
校
３
年
生
以
上
の

35
人
以
下
学
級
の
実
現
な
ど

で
す
。
全
国
か
ら
み
て
も
大

変
遅
れ
て
い
る
大
阪
の
教
育

条
件
整
備
の
と
り
く
み
を
前

進
さ
せ
る
た
め
に
、
今
年
こ

そ
公
立
10
万
筆
、
私
学
70
万

筆
の
署
名
目
標
達
成
に
全
力

を
あ
げ
る
こ
と
を
確
認
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。「
今

の
支
配
層
が
弱
肉
強

食
、
拝
金
主
義
を
す

す
め
る
中
で
、
人
間

疎
外
、
人
間
解
体
や

地
域
解
体
が
起
こ
っ

て
い
る
が
、
だ
か
ら

こ
そ
人
間
ら
し
い
生

き
方
を
求
め
る
運
動

意
」
に
よ

る
公
立
高

校
授
業
料

不
徴
収
の

見
直
し
な

ど
逆
行
を

許
さ
な
い

こ
と
、
３

年
連
続
で

文
科
省
概

算
要
求
に

　

大
教
組
は
、
小
学
校
１
・

２
年
生
の
み
35
人
学
級
は
、

大
阪
府
・
広
島
県
・
熊
本
県

の
３
府
県
で
全
国
最
低
基
準

で
あ
る
こ
と
、
国
立
教
育
政

策
研
究
所
の
報
告
書
で
も
30

人
以
下
学
級
に
２
年
以
上
在

籍
し
た
子
ど
も
の
学
力
が
高

い
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
た
上
で
、

大
阪
府
と
し
て
小
・
中
・
高

校
の
す
べ
て
の
学
級
で
少
人

数
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
、

特
に
小
学
校
３
年
生
・
中
学

校
１
年
生
の
35
人
学
級
を
府

教
委
に
迫
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
教
育
に
穴
が
あ
く
」

事
態
の
解
消
、
長
時
間
過
密

労
働
の
是
正
の
た
め
に
も
、

定
数
内
講
師
を
減
ら
し
、
正

規
教
職
員
の
大
幅
採
用
増
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

大
教
組　

少
人
数
学
級
を
望

む
父
母
の
声
は
切
実
。
府
独

自
の
施
策
と
し
て
小
学
校
３

年
生
・
中
学
校
１
年
生
の
35

人
学
級
実
施
を
強
く
要
望
す

る
。
加
配
定
数
を
活
用
し

て
、
習
熟
度
別
授
業
か
少
人

数
学
級
か
を
選
択
す
る
府
県

も
増
え
て
い
る
。
府
教
委
と

し
て
選
択
制
の
導
入
を
検
討

せ
よ
。

府
教
委　

少
人
数
学
級
か
習

熟
度
授
業
か
を
選
択
す
る
都

道
府
県
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
現
状
の
中
で
は

（
選
択
制
な
ど
に
つ
い
て
）

ま
ず
府
教
委
内
部
で
研
究
し

て
い
く
。

大
教
組　

大
量
退
職
、
大
量

採
用
の
中
で
、
大
阪
の
教
育

水
準
を
ど
う
維
持
す
る
の

か
、
そ
の
た
め
に
ど
う
教
職

員
を
採
用
す
る
か
と
い
う
こ

と
は
、
府
教
委
と
し
て
も
重

2012年 教育全国署名
大阪スタート集会

子
ど
も
は
私
た
ち
の
未
来
で
す

「
学
校
選
択
制
の
導
入
は
、

慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
」

2012年 原水爆禁止世界大会

核兵器も原発もゼロに

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
か
。

府
教
委　

は
い
。

大
教
組　

教
職
員
の
採
用
数

が
少
な
い
か
ら
、
こ
の
４
年

間
で
定
数
内
講
師
が
１
３
０

０
人
も
増
え
た
と
考
え
る
。

府
教
委
は
、
定
数
内
講
師
を

減
ら
す
立
場
か
。

府
教
委　

定
数
内
講
師
は
減

ら
し
て
い
き
た
い
。

大
教
組　

学
校
選
択
制
の
見

直
し
が
全
国
的
に
も
す
す
ん

で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
阪
府
の
一
部
の
自
治
体
で

は
学
校
選
択
制
導
入
の
動
き

が
あ
る
。

府
教
委　

学
校
選
択
制
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
序

列
化
や
学
校
間
格
差
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

学
校
と
地
域
社
会
の
結
び
つ

き
が
弱
ま
る
こ
と
な
ど
の
課

題
が
考
え
ら
れ
る
。
慎
重
な

判
断
が
必
要
で
あ
る
。

大
教
組　

府
教
委
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
就
学
適
正
の
観
点

を
堅
持
す
る
立
場
か
。

府
教
委　

す
べ
て
の
子
ど
も

の
学
習
を
保
障
す
る
と
い
う

機
会
均
等
を
含
め
、
そ
の
観

点
は
変
わ
ら
な
い
。

一
的
な
形
式
を
学
校
に
押
し

つ
け
る
な
。

府
教
委　

（
授
業
評
価
の
形

式
を
）
規
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。

大
教
組　

一
部
の
保
護
者
の

一
方
的
な
主
張
や
理
不
尽
な

要
求
、
児
童
・
生
徒
の
一
面

的
な
見
方
を
教
員
評
価
に
反

映
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い

と
考
え
る
。

府
教
委　

お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
。
教
員
評
価
を
生
徒
・
保

護
者
に
全
部
ゆ
だ
ね
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
て
、
校
長
が

行
う
評
価
の
一
つ
の
要
素
、

参
考
で
あ
る
。

大
教
組　

市
町
村
で
学
校
協

議
会
を
設
置
す
る
場
合
、
各

市
町
村
教
委
の
自
主
性
・
主

体
性
を
尊
重
せ
よ
。

府
教
委　

市
町
村
の
場
合

は
、
学
校
協
議
会
・
学
校
評

議
員
制
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
が
考
え
ら
れ
る
。

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

６
日
、
早
朝
か
ら

町
は
目
覚
め
て
い
ま

し
た
。
平
和
公
園
に

向
か
う
人
波
に
の

り
、
平
和
記
念
式
典

の
会
場
へ
。
８
時
15

分
、
原
爆
投
下
時
刻

の
黙
祷
は
鐘
の
音
と

と
も
に
重
く
長
く
67

年
前
に
引
き
戻
さ
れ

た
よ
う
で
し
た
。

　

広
島
市
長
は
平
和

園
で
は
様
々
な
慰
霊
の
催
し

が
あ
り
、「
風
化
さ
せ
な

い
」
気
迫
が
み
な
ぎ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

閉
会
総
会
で
は
、
福
島
県

浪
江
町
の
馬
場
町

長
が
「
浪
江
町
民

に
は
幸
せ
に
な
る

権
利
は
な
い
の
で

す
か
」
と
今
も
続

く
困
難
を
語
り
、

避
難
生
活
を
送
る

女
子
高
校
生
が

「
私
た
ち
の
未
来

に
核
兵
器
や
原
発

は
い
り
ま
せ
ん
」

と
訴
え
ま
し
た
。

「
核
の
被
害
者
」

を
二
度
と
作
ら
せ

な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ノ
ー
モ
ア
・

ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
ノ

ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ

マ
、
ノ
ー
モ
ア
・

ナ
ガ
サ
キ
」
の
叫

び
を
世
界
に
響
か

せ
、「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
の
実

現
へ
、
世
論
と
運
動
の
う
ね

り
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
た

め
、
行
動
す
る
決
意
を
持
っ

て
、
大
阪
に
帰
り
ま
し
た
。


